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新

年

明

け

ま

し

て

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。�

　

昨

年

は

、

長

雨

や

日

照

不

足

に

よ

る

農

作

物

へ

の

影

響

が

懸

念

さ

れ

る

な�

か

、

米

の

作

況

指

数

は

、

本

市

を

含

む

県

中

央

部

は

九

十

七

の

「

や

や

不

良

」�

と

い

う

結

果

と

な

り

、

農

業

は

直

接

自

然

を

相

手

と

し

、

自

然

の

恵

み

を

資�

源

と

し

て

い

る

産

業

で

あ

る

こ

と

を

改

め

て

実

感

し

た

年

と

な

り

ま

し

た

。�

　

一

方

、

市

の

農

畜

産

物

で

は

、

各

種

大

会

で

の

上

位

入

賞

や

、

販

売

額�

が

当

初

目

標

よ

り

も

早

く

到

達

し

た

「

鳥

海

り

ん

ど

う

」

な

ど

、

生

産

者�

の

皆

さ

ん

の

た

ゆ

ま

ぬ

努

力

の

賜

物

で

あ

る

明

る

い

ニ

ュ

ー

ス

に

、

明

日�

へ

の

意

欲

を

駆

り

立

て

ら

れ

る

も

の

で

も

あ

り

ま

し

た

。�

　

こ

う

し

た

中

、

昨

年

発

足

し

た

新

政

権

に

お

い

て

は

、

そ

の

政

権

公

約�

で

あ

る

農

畜

産

物

の

生

産

費

の

差

額

を

基

本

と

す

る

「

戸

別

所

得

補

償

制�

度

」

の

モ

デ

ル

対

策

と

し

て

、

平

成

二

十

二

年

度

は

米

に

つ

い

て

先

行

実�

施

す

る

よ

う

で

あ

り

ま

す

。

し

か

し

具

体

化

に

向

け

て

は

数

多

の

課

題

が�

あ

り

、

単

価

設

定

、

交

付

条

件

な

ど

そ

の

動

向

に

注

視

し

て

い

く

必

要

が�

あ

り

ま

す

。

さ

ら

に

、

畜

産

・

酪

農

を

対

象

と

す

る

所

得

補

償

制

度

や

、�

野

菜

・

果

樹

等

に

対

す

る

新

た

な

支

援

策

の

早

急

な

導

入

を

求

め

る

も

の�

で

あ

り

ま

す

。�

　

ま

た

昨

年

六

月

に

は

、

農

地

法

等

の

改

正

法

が

公

布

さ

れ

、

十

二

月

に�

は

施

行

さ

れ

て

お

り

ま

す

。

「

平

成

の

農

地

改

革

」

と

も

称

さ

れ

る

新

た�

な

農

地

制

度

は

、

農

地

の

減

少

を

食

い

止

め

確

保

す

る

と

と

も

に

、

農

地�

を

貸

し

や

す

く

借

り

や

す

く

し

、

地

域

と

の

調

整

の

う

え

最

大

限

の

利

用�

を

図

る

と

す

る

も

の

で

あ

り

ま

す

が

、

地

域

農

業

の

担

い

手

が

、

こ

れ

ま�

で

持

続

し

て

き

た

経

営

に

支

障

を

来

す

こ

と

な

く

、

今

後

と

も

、

意

欲

と�

誇

り

を

持

っ

て

農

業

経

営

に

取

り

組

ん

で

い

く

こ

と

の

で

き

る

条

件

整

備�

を

す

る

こ

と

が

極

め

て

重

要

で

あ

り

ま

す

。�

　

農

政

を

め

ぐ

る

こ

う

し

た

国

の

動

き

を

踏

ま

え

な

が

ら

、

私

ど

も

農

業�

委

員

会

は

、

農

業

者

の

利

益

代

表

機

関

と

し

て

、

農

業

・

農

村

の

持

続

的�

な

発

展

と

農

家

の

暮

ら

し

を

守

る

た

め

、

地

域

の

地

道

な

世

話

役

と

し

て�
活

動

し

て

ま

い

り

ま

す

。�

　

今

後

と

も

、

農

家

の

皆

様

始

め

、

関

係

機

関

、

団

体

の

ご

支

援

ご

協

力�

を

お

願

い

申

し

上

げ

新

年

の

あ

い

さ

つ

と

し

ま

す

。�

ゆりほんじょう市�

第７号�

年

頭

に

あ

た

っ

て

�

伊

　

豆

　

秀

　

一�

由

利

本

荘

市

農

業

委

員

会

　

会

長�

（撮影　東海林　晃 氏）�
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農

業

委

員

会

の

主

な

活

動

農

業

委

員

会

の

主

な

活

動

�

農

業

委

員

会

の

主

な

活

動

農

業

委

員

会

の

主

な

活

動

�

農

業

委

員

会

の

主

な

活

動

�

11月10日　市長へ建議書提出�

11月10日　市長との農政懇談会�

11月19日　市議会議長へ要請・要望書提出�

９月８日　作況・農地等現況調査（本荘・大内・岩城地域）�

10月　農地パトロール（市長部局合同）�

11月４日　秋田県農業委員大会（秋田市）�

本年もどうぞよろしくお願いします�
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長

　

栄
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本
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金

　

子

　

拓

　

雄
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東
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利
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庭

　

安

　

一

（

矢

　

島
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佐

　

藤

　

　

　

實
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矢

　

島
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藤
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志
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岩

　

城

）�

熊
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（

岩
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（
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（
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猪
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司
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農業委員一同（議席番号順）�
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�

農地制度が変わりました！�農地制度が変わりました！�
　「農地法等の一部を改正する法律」が昨年６月に公布され、12月15日から施行されました。新たな農地制度�

は、①これ以上の農地の減少を食い止め、農地を確保する。②農地を貸しやすく借りやすくし、地域との調整�
のうえ最大限利用し、耕作者の地位の安定と食糧の安定供給を図るためのものです。�

改正の�
ポイント�

農地を貸したい、�

　借りたいんだけれど…�

農地の貸借規制が�
　　　緩和されました！�

遊休農地に対する�
指導が強化されました！�

違反転用に対する罰則が�
強化されました！�

●農地を利用できる者の範囲が拡大されます。�

（ただし、地域農業に悪影響を与える場合には借り�

　られません。農地を適正に利用し続けること、法�

　人の場合は一人以上の業務執行役員が農業に従事�

　するなど要件があります。）�

●すべての遊休農地が指導の対象となります。�

●農業委員会が年１回農地の利用状況を調査します。�

●遊休農地の所有者等に対しては、農業委員会が指�

　導・勧告等を行います。�

農地を相続する場合は、�
農業委員会への届け出が�
必要になります！�

●相続等によって農地を取得した人は、農地のある�

　農業委員会に届出が必要になります。�

●届出をしなかったり、虚偽の届出をすると、10万�

　円以下の過料に処せられることになります。�

相続税納税猶予制度が�
見直されました。�

●従来、農地を貸すと打ち切りになっていた納税猶�

　予制度が、農業経営基盤強化促進法により貸付け�

　た場合には、納税猶予が継続するよう見直されま�

　した。�

●違反転用等に対する処分・罰則が強化されました。�

農地の借り受け者の範囲�

事　項� 現　　　行� 改　　　正�

【改正前】�

農作業�

常　時�

従事者�

農　業�

生　産�

法　人�

【改正後】�

農 作 業 �

常時従事者�

以外の個人�

農業生産�

法人以外�

の 法 人�

＋�

①違反転用�３年以下の懲役また�
は300万円以下の罰金�

（但し、法人は300万円�

以下の罰金）�

現行と同じ�

�

（但し、法人は１億円�

以下の罰金）�

②違反転用�
　における�

　原状回復�

　命令違反�

６ヶ月以下の懲役また�

は30万円以下の罰金�

（但し、法人は30万円�

以下の罰金）�

３年以下の懲役また�

は300万円以下の罰金�

（但し、法人は１億円�

以下の罰金）�

貸

し

手�

借

り

手�

●改正農地制度について、詳しくは農業委員会事務局（☎２４―６２５８）へお問い合せ下さい。�
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長

引

く

米

価

低

迷

に

対

す

る

農

業

所

得

確

保

の

対

策�

と

し

て

、

集

落

内

の

余

剰

労

働

力

の

有

効

活

用

を

図

り�

複

合

作

目

を

定

着

す

べ

く

、
「

夏

秋

な

す

」

の

栽

培

に

取�

り

組

ん

で

か

ら

三

年

目

を

迎

え

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。�

　

こ

れ

も

県

、

市

、

農

協

か

ら

の

多

岐

に

わ

た

る

ご

指�

導

や

、

生

育

状

況

に

合

わ

せ

た

き

め

細

や

か

な

現

地

講�

習

会

で

の

技

術

指

導

に

よ

り

、

生

産

意

欲

を

高

め

る

こ�

と

が

で

き

、

組

合

員

一

同

心

か

ら

感

謝

し

て

い

ま

す

。�

　

し

か

し

、

二

年

目

に

は

全

国

的

な

野

菜

価

格

の

低

迷�

と

肥

料

等

の

高

騰

で

大

変

苦

慮

し

ま

し

た

。

こ

う

し

た�

経

験

か

ら

、

野

菜

作

り

と

販

売

戦

略

は

、

市

場

の

適

確�

な

情

報

を

得

な

が

ら

出

荷

に

対

応

す

る

タ

イ

ミ

ン

グ

を�

図

る

こ

と

が

高

収

入

に

結

び

付

い

て

い

る

こ

と

。

ま

た

、�

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

集

落

営

農

で

の

経�

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

営

戦

略

と

し

て

は

、�

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

市

場

価

格

な

ど

流�

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

通

事

情

に

応

じ

た�

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

効

率

的

な

投

資

や�

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

労

力

配

分

等

に

細�

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

心

の

配

慮

が

必

要�

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

で

あ

る

こ

と

を

認�

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

識

し

ま

し

た

。�

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

当

地

区

の

栽

培�

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

圃

場

の

特

色

は

、�

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

地

形

、

清

涼

な

水

、�

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

気

温

等

の

自

然

条�

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

件

に

恵

ま

れ

て

い�

る

ほ

か

、

日

照

時

間

も

長

い

た

め

日

中

と

夜

間

の

適

度�

な

温

度

差

が

「

長

な

す

」

本

来

の

う

ま

味

を

引

き

出

し�

て

い

る

も

の

と

考

え

ら

れ

て

い

ま

す

。�

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

現

在

、

規

格

外�

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

品

を

活

用

し

て

、�

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

漬

け

物

な

ど

の

加�

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

工

品

に

も

取

り

組�

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ん

で

お

り

、

母

さ�

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ん

達

の

副

収

入

に�

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

も

少

し

ず

つ

結

び�

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

つ

い

て

い

ま

す

。�

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ま

た

、

新

商

品

開�

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

発

に

向

け

て

の

意�

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

欲

も

み

ら

れ

る

ほ�
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か

、

収

穫

が

ピ

ー�

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ク

を

迎

え

る

夏

場�

の

起

床

は

早

く

、

し

た

が

っ

て

、

晩

酌

の

量

も

減

り

無�

駄

な

贅

肉

も

と

れ

て

ス

マ

ー

ト

に

な

り

、
「

少

し

若

返

っ�

た

の

で

は

…

」

な

ど

の

声

が

行

き

交

う

な

ど

、

集

落

の�

活

気

に

も

繋

が

っ

て

い

る

よ

う

な

感

じ

も

し

ま

す

。�

　

こ

う

し

た

中

、

農

業

に

携

わ

っ

て

い

る

方

の

高

齢

化�

が

進

む

な

ど

、

集

落

の

農

地

管

理

と

農

業

経

営

を

い

か�

に

進

め

て

い

く

か

が

今

後

の

大

き

な

課

題

と

な

っ

て

き�

て

お

り

ま

す

。�

　

今

後

、

新

し

い

農

業

政

策

も

具

体

化

し

て

く

る

も

の�

と

思

い

ま

す

が

、

農

家

の

生

産

意

欲

が

向

上

す

る

よ

う�

な

政

策

が

展

開

さ

れ

る

こ

と

を

期

待

す

る

も

の

で

す

。�

集

落

営

農

に

よ

る

複

合

作

目

へ

の

取

り

組

み
（

鳥

海

地

域

）�

百

合

茎

集

落

営

農

組

合

　

組

合

長�

三

　

舩

　

伸

　

男�

「長なす」の収穫作業�

農業者年金に加入しましょう�
 しっかり積み立て、がっちりサポート�

　　　　安心で豊かな老後を�

～ 農業に従事する方なら広くご加入いただけます ～�

《加 入 条 件》次の要件を満たす方であれば、誰でも加入できます。農業に従事している家族（配偶者・後継�

　　　　　　　　　者）も加入できます。脱退も自由です。�

　　　　　　　　　（１）国民年金の第１被保険者　（２）年間60日以上農業に従事する方　（３）60歳未満の方�

《保 険 料 額》毎月の保険料は２万円を基本に、最高６万7000円まで1000円単位で自由に設定でき、いつでも�

　　　　　　　　　保険料の変更ができます。�

【お得なポイント】●途中で止めても年金が受けられ、80歳までの保証が付いた�

　　　　　　　　　　終身保険です。�

　　　　　　　　　●保険料の国庫補助が受けられます。（認定農業者で青色申�

　　　　　　　　　　告しているなど、農業の担い手となる方には、国から月額�

　　　　　　　　　　最高１万円の保険料補助があります。最長20年間で補助額�

　　　　　　　　　　は最高216万円。）�

　　　　　　　　　●支払った保険料は、全額が社会保険料の控除の対象になります。�

漬け物加工品への取り組み�

詳しい内容や加入の申込みは�

農業委員会または最寄りのＪＡまで�
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我

が

家

は

、

米

・

野

菜

・

野

菜

苗

を�

主

に

生

産

販

売

し

て

い

る

。�

　

農

産

物

の

販

売

方

法

は

、

道

の

駅

「

ぽ�

ぽ

ろ

っ

こ

」

に

あ

る

直

売

所

「

ひ

ま

わ�

り

会

」

へ

の

出

荷

や

、

農

園

で

の

相

対�

取

引

が

主

で

あ

る

。

米

な

ど

は

電

話

注�

文

か

ら

の

郵

送

も

行

っ

て

い

る

。�

　

こ

の

直

売

所

の

取

引

や

相

対

取

引

は

、�

生

産

者

と

消

費

者

と

の

間

に

信

頼

関

係�

を

築

く

と

い

う

点

に

お

い

て

非

常

に

有�

効

で

あ

り

、

リ

ピ

ー

タ

ー

に

も

繋

が

り�

や

す

い

。

し

か

し

、

市

場

へ

の

一

括

の�

出

荷

な

ど

と

違

い

、

そ

の

日

そ

の

日

の�

売

り

上

げ

に

バ

ラ

ツ

キ

が

大

き

い

た

め

、�

明

確

な

数

字

に

よ

る

生

産

計

画

や

販

売�

目

標

を

立

て

ら

れ

ず

に

い

た

。

そ

の

結�

果

、

野

菜

苗

で

か

な

り

の

無

駄

を

生

ん�

で

し

ま

っ

た

。�

　

私

が

二

年

間

の

農

業

研

修

を

終

え

、�

家

に

戻

っ

て

就

農

し

た

の

が

四

年

前

。�

市

場

出

荷

に

切

り

替

え

て

ま

と

ま

っ

た�

数

を

出

荷

す

る

な

ど

し

て

、

無

駄

を

減�

ら

す

よ

う

に

努

め

る

べ

き

な

の

だ

ろ

う�

が

、

私

は

消

費

者

の

顔

が

見

え

る

、

対�

応

が

ダ

イ

レ

ク

ト

に

返

っ

て

く

る

直

売�

所

や

相

対

取

引

を

大

切

に

し

て

い

き

た�

　

会

員

の

朝

は

早

い

。�

　

新

鮮

で

採

り

た

て

を

、

お

客

様

に

買�

っ

て

い

た

だ

く

た

め

、

午

前

四

時

に

は�

起

き

て

準

備

に

取

り

掛

か

る

。�

　

「

ま

ご

こ

ろ

直

売

所

」

の

会

員

は

十�

五

軒

。

夫

婦

で

参

加

、

一

人

で

参

加

と�

さ

ま

ざ

ま

で

あ

る

が

、

平

均

年

齢

が

七�

十

五

歳

以

上

の

皆

さ

ん

で

あ

る

。�

　

直

売

所

の

開

設

前

に

は

、

遊

休

畑

地�

が

た

く

さ

ん

見

受

け

ら

れ

た

が

、

今

は�

会

員

の

方

々

の

畑

地

は

も

ち

ろ

ん

の

こ�

と

、

遊

休

畑

地

も

借

り

、

い

ろ

い

ろ

な�

作

物

が

栽

培

さ

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

。�

会

員

以

外

の

方

々

も

刺

激

を

受

け

、

い�

ろ

い

ろ

な

野

菜

作

り

を

す

る

よ

う

に

な�

っ

て

き

た

。

野

菜

を

販

売

し

、

生

活

費�

や

孫

の

お

小

遣

い

、

食

事

の

お

か

ず

代

、�

個

々

の

趣

味

の

た

め

に

と

、

使

途

は

さ�

ま

ざ

ま

で

あ

る

が

、

会

員

の

生

き

甲

斐�

に

な

っ

て

い�

る

こ

と

だ

け�

は

確

か

で

あ�
る

。�

　

直

売

所

が�

開

設

さ

れ

て�

二

十

数

年

。�

当

初

は

無

人�

で

手

元

に

残�

る

売

上

金

も

数

百

円

で

あ

っ

た

。

現

在�

の

対

面

販

売

に

な

っ

て

約

十

五

年

。

五�

月

か

ら

十

月

ま

で

の

約

六

ヶ

月

間

、

休�

店

日

は�

十

日

ぐ�

ら

い

で�

ほ

ぼ

毎�

日

の

よ�

う

に

開�

店

し

て�

い

る

。�

当

初

か�

ら

百

円�

で

現

在�

も

全

て

百

円

。

今

で

は

開

店

前

か

ら

お�

客

さ

ん

が

待

っ

て

く

れ

て

い

る

状

態

で�

あ

る

。

別

に

何

の

宣

伝

も

し

て

い

な

い�

の

に

、

人

の

良

さ

と

損

得

を

考

え

な

い�

商

売

に

お

客

様

が

飛

び

つ

い

た

と

思

う

。�

　

今

日

も

お

客

さ

ん

が

待

っ

て

い

て

く�

れ

る

と

思

う

と

体

調

を

崩

し

て

な

ん

か�

い

ら

れ

な

い

。

と

て

も

最

高

齢

が

八

十�

五

歳

の

グ

ル

ー

プ

と

は

思

え

な

い

。

昨�

年

の

夏

に

は

テ

レ

ビ

放

映

さ

れ

、

秋

口�

に

は

女

子

大

生

グ

ル

ー

プ

の

取

材

な

ど�

で

、

会

員

が

益

々

意

欲

的

に

活

動

し

生�

き

る

目

標

と

な

っ

て

い

る

。

ま

さ

に

生�

涯

現

役

で

あ

る

。�

い

と

考

え

て

い

る

。

そ

の

中

で

営

利

的�

な

農

業

経

営

を

行

っ

て

い

け

る

よ

う

、�

こ

れ

か

ら

努

力

し

て

い

き

た

い

。�

　

ま

だ

ま

だ

学

ば

な

け

れ

ば

な

ら

な

い�

事

は

多

い

が

、

一

歩

一

歩

確

実

に

歩

ん�

で

い

け

ば

結

果

は

近

づ

い

て

く

る

と

信�

じ

、

こ

の

地

で

農

業

に

携

わ

っ

て

い

き�

た

い

。�

�

　

　

　

　

◆

　

　

◆

　

　

◆�

�

　

小

杉

　

　

聡

（

27

才

）

さ

ん

の�

　

　

　

　

　

　

　

　

プ

ロ

フ

ィ

ー

ル�

　

昭

和

57

年

、

旧

大

内

町

小

栗

山

見

岫�

野

地

区

に

生

ま

れ

る

。�

　

平

成

13

年

西

目

高

校

卒

業

。

平

成

15��

年

秋

田

県

立

大

学

短

期

大

学

部

卒

業

。�

同

年

、

社

団

法

人

国

際

農

業

者

交

流

協�

会

の

米

国

本

土

二

年

制

へ

参

加

（

オ

レ�

ゴ

ン

州

）

。�

○

海

外

農

業

研

修

二

年

（

農

場

に

て

）�

　

花

苗

、

鉢

物

等

の

播

種

実

習�

○

就

農�

　

稲

作

・

路

地

野

菜

（

里

芋

、

と

う

も�

　

ろ

こ

し

、

白

菜

、

キ

ャ

ベ

ツ

）

・

ハ�

　

ウ

ス

六

棟

（

花

苗

、

野

菜

苗

）�

「
こ
の
地
で
」
就
農

「
こ
の
地
で
」
就
農�

「
こ
の
地
で
」
就
農

「
こ
の
地
で
」
就
農�

「
こ
の
地
で
」
就
農�

大

内

地

域�

小

　

杉

　

　

　

聡�

「

生

涯

現

役

」

�

新

上

条

自

治

会

（

由

利

地

域

）

　�

　

　

ま

ご

こ

ろ

直

売

所

　

会

長�

佐

　

藤

　

愛

　

子�

採れたての新鮮野菜�

まごころ直売所の皆さん�



平成　年　月発行�２�２�１� h農 業 委 員 会 だ よ り�

頑

張

る

ア

グ

リ

ウ

ー

マ

ン�

『

鳥

海

り

ん

ど

う

』

『

鳥

海

り

ん

ど

う

』
の�

　

　

　

　

栽

培

に

取

り

組

ん

で

　

　

　

　

栽

培

に

取

り

組

ん

で�

『

鳥

海

り

ん

ど

う

』

『

鳥

海

り

ん

ど

う

』
の�

　

　

　

　

栽

培

に

取

り

組

ん

で

　

　

　

　

栽

培

に

取

り

組

ん

で�

『

鳥

海

り

ん

ど

う

』
の�

　

　

　

　

栽

培

に

取

り

組

ん

で�

矢

島

地

域�

佐

　

藤

　

ま

き

子�

　
「

リ

ン

ド

ウ

ど

う

で

す

か

」

、
「

リ

ン�

ド

ウ

は

忙

し

く

て

大

変

で

し

ょ

う

」

。�

そ

し

て

「

何

故

リ

ン

ド

ウ

な

の

で

す�

か

」

。�

　

こ

れ

は

、

昨

年

「

鳥

海

り

ん

ど

う

」�

の

栽

培

を

始

め

た

私

へ

の

、

農

業

の

大�

変

さ

を

知

っ

て

い

る

方

々

か

ら

の

励

ま�

し

の

言

葉

な

の

で

す

。�

　

私

の

家

に

は

少

し

の

畑

が

あ

り

、

母�

が

野

菜

を

植

え

毎

日

手

入

れ

を

し

て

き�

れ

い

に

し

て

い

ま

す

。

母

も

八

十

歳

を�

超

え

、

引

き

継

が

な

け

れ

ば

な

ら

な

い�

時

期

も

近

づ

い

て

来

た

と

考

え

て

い

た�

時

に

、

Ｊ

Ａ

さ

ん

か

ら

の

配

布

物

の

中�

に

、

小

菊

と

リ

ン

ド

ウ

の

講

習

会

開

催�

案

内

が

あ

り

ま

し

た

。�

　

花

が

好

き

な

私

は

、

畑

の

一

角

に

植�

え

る

た

め

の

参

考

に

な

れ

ば

と

、

軽

い�

気

持

ち

で

参

加

さ

せ

て

頂

い

た

の

が

最�

初

で

し

た

。�

　

何

回

か

講

習

会

に

参

加

し

て

み

る

と

、�

農

家

の

生

ま

れ

と

は

い

え

、

聞

く

こ

と�

全

て

が

初

め

て

の

こ

と

ば

か

り

で

し

た�

が

、

指

導

者

の

皆

さ

ん

か

ら

は

、

丁

寧�

に

説

明

し

て

頂

き

ま

し

た

。�

�

　

毎

回

「

鳥

海

り

ん

ど

う

部

会

」

の

皆�

さ

ん

は

夫

婦

で

参

加

し

、

言

葉

で

は

大�

変

だ

と

い

い

な

が

ら

楽

し

そ

う

に

受

講�

し

て

い

ま

し

た

し

、

親

切

に

教

え

て

頂�

い

て

い

る

と

、

無

謀

に

も

「

こ

ん

な

に�

親

切

に

指

導

し

て

頂

け

る

の

で

あ

れ

ば

、�

自

分

に

も

で

き

る

の

で

は

？

」

と

の

思�

い

が

、

「

や

っ

て

み

よ

う

」

と

い

う

気�
持

ち

に

変

わ

っ

て

き

ま

し

た

。�

　

と

こ

ろ

が

、

い

ざ

始

め

る

と

決

心

し�

て

は

見

た

が

、

何

か

ら

手

を

付

け

れ

ば�

良

い

の

か

も

分

か

ら

な

い

状

態

で

し

た

。�

し

か

し

、

先

輩

の

皆

さ

ん

や

県

や

Ｊ

Ａ�

の

皆

さ

ん

の

熱

心

な

指

導

を

得

て

、

作�

付

け

前

の

圃

場

整

備

を

ど

う

に

か

終

え�

春

を

待

ち

ま

し

た

。�

　

五

月

に

は

八

千

本

の

小

さ

な

苗

が

届�

き

、

数

の

多

さ

に

定

植

で

き

る

か

不

安�

で

し

た

が

、

先

輩

の

皆

さ

ん

に

お

手

伝�

い

頂

き

何

と

か

作

業

を

終

え

る

こ

と

が�

で

き

ま

し

た

。�

　

今

年

は

、

天

候

が

不

順

で

定

期

的

な�

消

毒

も

ま

ま

な

ら

ず

苦

労

し

ま

し

た

が

、�

自

然

の

中

な

の

で

焦

ら

ず

ゆ

っ

く

り

と

、�

天

気

と

相

談

し

な

が

ら

作

業

を

進

め

る�

こ

と

を

学

び

ま

し

た

。�

　

初

め

て

の

事

ば

か

り

で

大

変

で

し

た�

が

、

時

々

先

輩

の

皆

さ

ん

が

巡

回

し

指�

導

し

て

頂

い

た

の

で

心

強

か

っ

た

で

す

。�

一

年

間

が

あ

っ

と

い

う

間

に

過

ぎ

去

っ�

て

し

ま

い

ま

し

た

が

、

楽

し

い

一

年

間�

で

し

た

。�

　

い

よ

い

よ

今

年

は

花

を

摘

む

事

が

で�

き

ま

す

。

し

か

し

、

私

に

と

っ

て

は

、�

毎

年

初

め

て

の

事

ば

か

り

で

、

未

知

の�

世

界

で

す

か

ら

、

先

輩

の

皆

さ

ん

や

指�

導

者

の

皆

さ

ん

の

激

励

が

頼

り

の

作

業�

に

な

ろ

う

と

思

い

ま

す

が

、

今

年

一

年�

の

経

験

か

ら

頑

張

ろ

う

と

い

う

勇

気

が�

湧

い

て

き

ま

す

。�

　

リ

ン

ド

ウ

栽

培

を

と

お

し

て

、

多

く�

の

皆

さ

ん

や

家

族

の

方

々

と

お

会

い

で�

き

、

ま

た

指

導

を

頂

く

こ

と

が

で

き

た�

こ

と

が

、

大

き

な

収

穫

だ

っ

た

と

思

っ�

て

い

ま

す

。

若

葉

マ

ー

ク

の

農

業

人

を�

こ

れ

か

ら

も

宜

し

く

お

願

い

し

ま

す
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全国農業新聞は�
「農地を守り担い手を応援する専門情報誌」です�
■発　行／（週刊）毎週金曜日�

■購読料／月600円�

■申込先／農業委員会事務局、�

　　　　　各総合支所農委庶務班まで�

農業者の視点で�

お届けします�

● 農業委員会 ●�

《 本　　庁 》（事務局）�

　庶務班／TEL 24-6258　農政班／TEL 24-6259�

　農地班／TEL 24-6260　（FAX 24-6396）�

《 各総合支所 》�

　矢島庶務班／TEL 55-4957　岩城庶務班／TEL 73-2014�

　由利庶務班／TEL 53-2114　大内庶務班／TEL 65-2804�

　東由利庶務班／TEL 69-2197　西目庶務班／TEL 33-4615�

　鳥海庶務班／TEL 57-2205

相庭　安一・金子　拓雄・角谷　長栄�

佐藤　政志・佐々木隆一・佐藤　綾子�

二部　幸夫・畠山　清子・佐藤はつ子�

佐藤　俊和・真坂　平通�

広報�

委員�

由利本荘市農業委員会  URL noui@city.yur ihonjo.aki ta. jp


